
史

料

紹

介

宇
佐
八
幡
宮
祠
官
漆
三
四
の
系
図

恵

良

宏
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じ
 
 
め
 
 
に

 
本
系
図
は
、
大
分
県
宇
佐
市
四
日
市
町
(
旧
宇
佐
郡
荒
木
村
)
の
乙
障
和
俊
氏
の
所
蔵
に
か

か
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
は
和
俊
氏
の
栂
堂
峯
女
が
実
家
、
同
町
樋
田
の
旧
宇
佐
八
幡
宮
社

家
樋
田
家
よ
り
、
古
文
書
と
と
も
に
持
参
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

 
樋
田
家
の
古
文
書
は
、
早
く
学
界
に
「
樋
田
申
心
所
蔵
文
書
」
 
(
昭
和
十
年
)
と
し
て
紹
介

さ
れ
、
古
く
は
平
安
時
代
よ
り
、
江
戸
時
代
末
に
至
る
ま
で
二
百
通
に
及
ぶ
地
方
の
文
書
と
し

て
は
ま
と
ま
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
本
系
図
は
そ
の
文
書
と
と
も
に
伝
来
し
た
も
の
で
、

昨
年
、
乙
津
氏
の
古
文
書
を
九
州
大
学
で
購
入
し
た
際
、
系
図
の
み
は
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

樋
田
文
書
は
、
種
々
引
用
さ
れ
た
り
す
る
わ
り
に
は
、
公
刊
さ
れ
た
も
の
が
少
く
、
昭
和
二
十

八
年
よ
り
三
十
九
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
「
大
分
県
史
料
」
の
刊
行
に
も
漏
れ
、
現
在
は
、
平
安

時
代
の
四
通
(
『
平
安
遺
文
』
所
収
)
と
九
州
大
学
文
学
部
に
入
っ
た
も
の
を
除
い
て
は
、
(
註
ω
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
に
よ
っ
て
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
大
部
分
の

原
本
も
所
在
不
明
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
系
図
は
、
そ
れ
ら
の
文
書
の
理
解
の
最
大
の
資
料
と

な
る
も
の
で
、
樋
田
家
の
文
書
の
み
な
ら
ず
、
宇
佐
八
幡
宮
に
関
係
し
た
漆
島
姓
の
諸
家
に
伝

来
す
る
文
書
(
辛
島
文
書
・
金
光
文
書
・
奥
文
書
・
居
倉
文
書
・
北
文
書
(
註
ω
)
等
)
を
補
う
も

の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

 
成
立
年
代
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
外
的
に
見
た
場
合
、
紙
質
、
筆
蹟
、
墨
色
、

記
載
様
式
な
ど
か
ら
考
え
て
、
鎌
倉
時
代
末
期
な
い
し
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ

れ
よ
り
も
降
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
な
ど
か
ら
見
て
も
、
各
系
統
と
も
、

ほ
ぼ
鎌
倉
末
・
南
北
朝
時
代
初
頭
に
史
料
に
現
わ
れ
る
人
名
を
も
っ
て
書
き
止
め
て
い
る
こ
と

も
、
そ
の
成
立
年
代
を
推
測
で
ぎ
よ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
資
料
は
系
図
な
る
が
故
に
、
作
為
の

も
の
で
あ
る
と
速
断
し
て
無
下
に
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
と
に
樋

田
家
の
文
書
が
、
や
が
て
は
宇
佐
八
幡
宮
関
係
史
料
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
時
期
に
は
、
本
系
図

も
そ
れ
ら
の
文
書
資
料
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
現
在

知
ら
れ
て
い
る
漆
島
姓
諸
氏
の
系
譜
、
系
図
一
辛
島
系
図
・
金
光
系
図
1
は
い
つ
れ
も
、

近
世
初
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
中
6
9
っ
て
、
そ
の
他
の
家
系
書
上
類
も
ほ
と
ん
ど
近
世
の
中
.
 
末

期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
昧
で
も
中
世
に
遡
る
系
図
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
と
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。

二
、
宇
佐
八
幡
宮
の
漆
嶋
氏
に
つ
い
て

 
豊
前
国
の
言
々
氏
は
八
幡
神
の
成
立
す
る
以
前
、
五
・
六
世
紀
に
鍛
冶
・
採
鉱
・
亀
ト
に
関

係
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
神
'
'
韓
国
神
(
香
春
神
と
も
い
わ
れ
る
)
を
祀
っ
て
い
た
秦
氏
の
支
配

下
に
あ
っ
た
新
羅
系
帰
化
氏
族
1
1
辛
島
平
氏
の
魚
商
で
あ
る
。
本
系
図
に
は
そ
の
始
祖
は
記
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
詩
㈹
)

れ
な
い
が
、
 
「
辛
島
氏
系
図
」
や
「
辛
島
氏
の
家
系
書
上
帖
」
に
は
、
神
話
に
出
て
く
る
素
箋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
日
本
武
 
命
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
遺
跡
)

国
命
の
子
孫
と
し
、
慮
永
の
頃
に
は
、
「
吾
が
坐
高
や
ま
と
た
け
の
御
こ
と
の
御
ゆ
せ
き
、
赤

 
 
 
 
 
 
(
姓
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
髪
)

丸
よ
り
漆
島
の
性
お
給
て
、
西
国
に
跡
を
留
、
そ
の
後
記
八
よ
り
一
一
と
な
り
て
、
或
社
務
と

 
 
(
宇
佐
宮
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
註
ω
)

し
て
宮
中
に
居
住
し
」
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
い
つ
れ
も
天
皇
家
と
の
つ
な
が
り
を
伝
承
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
註
㈲
)

て
い
る
が
、
奈
良
時
代
の
史
料
に
は
、
辛
島
勝
龍
麻
呂
と
あ
る
如
く
、
帰
化
人
の
姓
た
る
勝
を

称
し
て
い
る
の
で
、
先
述
の
如
く
同
系
の
帰
化
氏
族
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
に
な
っ

て
、
大
神
・
宇
佐
二
氏
族
と
結
び
つ
い
て
宇
佐
八
幡
宮
の
年
紀
に
活
躍
し
た
。
こ
と
に
そ
の
司

祭
猛
た
る
祢
宜
(
シ
ャ
ー
マ
ン
)
は
辛
島
氏
出
身
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

前
二
氏
の
宇
佐
宮
祭
祀
と
広
大
な
神
領
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
争
い
の
中
に
、
司
祭
者
の
地
位

を
奪
わ
れ
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
の
辛
島
氏
一
族
は
主
と
し
て
、
検
校
職
を
中
心
と
し
た
、
宇

佐
宮
内
の
事
務
官
僚
化
し
て
い
っ
た
。
平
安
中
、
後
期
で
は
、
宇
佐
宮
の
三
種
の
役
人
一
祠

官
・
庁
分
・
神
人
i
一
の
う
ち
、
事
務
職
員
と
も
い
う
べ
き
庁
分
に
相
当
す
る
、
弁
官
、
官
人

代
、
貫
首
と
い
っ
た
役
職
と
宇
佐
黒
鳥
の
丈
長
司
一
辛
島
・
高
家
二
郷
の
郷
司
を
世
襲
し
、

末
社
の
泉
・
瀬
社
(
樋
田
社
)
の
社
司
等
を
兼
帯
し
、
次
第
に
在
地
の
有
力
者
H
在
地
領
主
化

し
て
い
っ
た
。

 
そ
れ
ら
封
郷
の
支
配
は
、
封
郷
民
の
人
身
的
支
配
と
土
地
支
配
(
郷
司
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
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積
極
的
な
意
昧
を
も
た
な
い
支
配
で
あ
っ
た
)
を
宇
佐
宮
か
ら
委
ね
ら
れ
た
型
を
と
り
、
宇
佐

宮
の
役
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
領
知
権
を
得
る
と
い
う
脆
弱
な
私
領
主

で
あ
っ
た
が
、
中
世
に
入
る
と
や
が
て
武
士
的
活
動
を
行
い
、
実
質
的
に
領
主
化
し
た
も
の
が

多
い
。
庶
家
の
金
光
氏
は
鎌
倉
時
代
に
は
、
神
官
御
家
人
と
な
っ
て
戦
鴨
)
辛
島
氏
も
室
町
よ

り
戦
国
時
代
に
は
大
内
町
の
被
官
に
な
っ
て
武
士
的
活
動
を
見
せ
て
い
る
。

 
向
島
氏
は
平
安
時
代
の
初
期
に
、
辛
島
赤
丸
(
赤
麻
呂
)
が
漆
上
宿
称
の
姓
を
賜
っ
て
よ
り

帰
化
姓
の
勝
を
す
て
、
朝
臣
に
つ
ぐ
宿
称
姓
の
氏
族
へ
と
上
昇
し
た
。
そ
の
本
宗
は
辛
島
郷
司

と
辛
島
(
泉
社
)
社
司
職
を
も
ち
、
再
び
辛
島
と
称
し
、
そ
の
下
洗
が
樋
田
(
瀬
)
社
司
職
を

得
て
樋
田
(
日
田
)
と
称
し
た
。
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
系
図
は
漆
島
氏
の
一
族
、

樋
田
氏
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
系
図
の
記
載
で
は
、
並
清
が
樋
田
十
郎
太
夫
と
称
し
た
の

に
始
ま
る
。
そ
の
他
の
庶
家
は
本
系
図
と
ど
の
様
に
つ
な
が
る
の
か
は
、
系
図
を
失
っ
た
り
、

古
い
文
書
を
伝
え
な
い
た
め
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

三
、
系
図
の
内
容

 
次
に
系
図
の
内
容
の
紹
介
と
検
討
に
移
ろ
う
。
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
五
枚
の
紙
を
継
い
で

書
か
れ
た
も
の
で
、
第
一
紙
の
最
初
の
部
分
は
破
損
し
て
い
る
が
、
冒
頭
の
懸
守
よ
り
書
・
ぎ
起

大
宮
司
 
①
 
 
 
 
 
 
肥
後
守

 
懸
 
守
i
時
 
守
一
時
 
季

一
 
廼
目
一
 
(
時
家
力
)
 
 
 
四
郎
太
夫

曙
-
庵
-
引
「
-
T
綱
琴

(
前
 
 
欠
 
 
損
)

権
大
」
一
一
 
 
一
1
」
n
-
-

盛
季
-
 
季
盛

 
 
 
 
 
 
 
 
 

綱
 
永
-
 
久
 
包
旨

 
 
 
 
 
大
四
郎
太
夫

さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
第
五
紙
の
最
後
は
継
目
よ
り
紛
失
し
て
、
文
字
の
右
半
分
を
残

す
の
で
、
ま
だ
続
い
て
い
た
こ
と
が
施
せ
ら
れ
る
。
こ
の
記
載
は
総
じ
て
極
め
て
簡
略
で
古
い

系
図
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
漆
島
氏
関
係
の
史
料
と
比
較
し
て

検
討
し
て
見
た
い
。

 
 
註
ω
 
 
『
編
年
大
友
史
料
』
編
集
時
に
寄
稿
し
て
、
八
十
六
に
載
せ
ら
れ
た
。
そ
の
他
若

 
 
 
 
干
の
も
の
が
、
 
『
大
宰
府
史
料
』
中
世
篇
、
 
『
鎮
西
探
題
史
料
』
な
ど
に
収
め
ら
れ

 
 
 
 
て
い
る
。

 
 
 
②
 
北
氏
は
漆
喰
氏
と
は
関
係
が
見
ら
れ
な
い
家
で
あ
る
が
、
宇
佐
八
幡
の
神
宮
寺
旧

 
 
 
 
弥
勒
寺
喜
多
院
に
関
係
す
る
も
の
で
、
樋
田
家
の
古
文
書
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の

 
 
 
 
を
所
有
し
て
い
る
。
他
の
文
書
は
、
 
『
大
分
県
史
料
②
』
に
全
て
収
め
ら
れ
て
い

 
 
 
 
る
。

 
 
 
)

 
(
異
筆
)
ヒ
区
 
 
 
□
小
宮
司

 
 
 
.
 
良
 
 
 
 
 
五
郎

盛
 
保
-
盛
 
行
一
盛

㊨
 
宇
佐
八
幡
宮
文
書
。

 
 
辛
島
文
書
1
6
号
、
応
永
十
三
年
、
沙
弥
勝
宗
置
文
案
。

ω㈲ 
 
宝
亀
四
年
正
月
、
豊
前
国
司
解
、
 
(
宇
佐
託
三
主
)
。

 
 
金
光
文
書
(
九
州
大
学
所
蔵
)
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

⑥ 
国
御
家
人
に
つ
い
て
L
 
(
九
州
史
学
2
0
号
)
参
照
。

時
-磯

所
鰭
」
下
郷
ガ
｛
向

 
 
 
 
～

拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
豊
前

一1

 
御
馬
所
川
留
 
 
御
馬
所
二
郎
太
夫

…
-
近
 
包
I
-
「
並
 
包

 
 
 
 
 
 
 

 
 
-
 
一

i
並

       口
     ＿＿1
     」一一
     並将■
      ガ 
     次郎一，

     1 一
一丁一. 一一一一…一. @12
並((  並

轡謂1
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④
懸
守
は
、
逝
盤
初
期
の
書
写
で
あ
る
「
金
光
系
図
」
(
筆
者
保
管
)
に
は
、
懸
守
と
あ

 
る
。
大
体
平
安
時
代
初
め
の
人
物
と
思
わ
れ
る
。
懸
は
謝
そ
ら
く
縣
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

 
宇
佐
宮
の
宮
司
は
、
 
「
延
喜
式
」
に
も
規
定
ざ
れ
る
如
く
、
大
神
・
宇
佐
二
氏
を
も
っ
て

 
補
任
し
、
他
氏
を
ま
じ
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
す
で
に
早
く
、
延
暦
四
(
七
八
五

 
)
年
六
月
の
太
政
官
符
に
も
、
大
宮
司
は
大
神
氏
、
少
宮
司
は
宇
盤
氏
と
定
め
ら
れ
て
い

 
る
の
で
、
嘉
島
氏
の
大
宮
司
補
任
の
謎
記
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
延
暦
十
七
年
(

 
七
九
八
〉
五
月
廿
八
日
の
官
符
に
、
従
六
位
下
津
島
朝
臣
縣
守
が
大
宮
司
に
任
じ
た
こ
と

 
が
見
え
る
へ
東
大
寺
要
録
四
、
弘
仁
十
二
郊
八
月
十
五
日
宮
符
)
の
で
、
或
は
こ
の
人
物

 
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
美
作
の
漆
間
系
図
に
は
、
・
漆
島
縣
守
、
・
県
主
兼
肥
後
大
当
兼

 
宇
佐
権
大
宮
司
と
あ
る
。
 
(
姓
氏
家
系
大
辞
典
)
互
の
関
連
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
申

 
世
の
漆
島
氏
に
は
、
縣
守
の
大
宮
司
補
任
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
か
、
美
作
の
漆
間
氏
の
系

 
図
を
借
用
し
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
或
は
津
島
縣
守
は
漆
島
の
誤
写
で
は
な
い
か
と
も

 
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
津
島
(
対
馬
)
に
も
漆
島
疑
が
あ
り
、
(
天
平
＋
年
、
周
防
国
正

 
税
懐
)
、
津
島
氏
も
亀
ト
を
驚
っ
て
祭
認
を
一
当
す
る
三
族
で
あ
っ
た
か
ら
、
関
係
が
な

 
い
こ
と
も
な
い
。

 
 
県
守
以
後
、
久
包
の
孫
理
事
ま
で
は
、
史
料
的
所
見
が
な
い
。
各
系
図
に
よ
っ
て
も
各

 
々
人
名
に
蔦
蔓
が
見
ら
れ
る
の
で
、
成
立
の
時
点
に
お
い
て
既
に
不
明
と
な
っ
て
い
た
の

 
で
あ
ろ
う
。

②
 
承
安
二
年
(
一
一
七
二
)
十
二
月
三
十
日
の
中
津
尾
寺
座
主
別
当
神
智
紛
失
状
案
(
到

 
津
交
書
1
6
号
)
に
辛
島
郷
司
と
し
て
署
判
を
加
え
て
い
る
の
が
、
史
料
的
初
見
で
あ
る
。

 
そ
の
後
、
安
元
元
年
二
 
七
五
)
九
月
の
貫
首
漆
三
三
清
解
(
樋
田
交
書
)
に
も
郷
司

 
と
し
て
現
わ
れ
る
○

③
 
並
恒
は
、
元
暦
元
年
(
一
｛
帯
鋸
〉
、
散
位
宇
佐
貞
時
田
畠
譲
状
案
(
永
弘
文
書
7
号

 
)
に
辛
島
郷
の
住
人
と
し
て
裏
判
を
与
え
て
い
る
。

④
並
房
も
③
と
同
じ
く
、
元
暦
元
奪
に
見
え
る
。
当
時
は
辛
篇
郷
司
は
菓
(
叢
某
)
で
あ

 
る
が
、
こ
の
系
図
よ
り
、
語
意
で
あ
り
、
後
年
、
郷
司
を
継
い
だ
も
の
の
よ
う
で
る
。

⑤
丸
干
、
正
和
四
年
(
;
二
五
)
三
月
廿
八
日
の
宇
佐
宮
神
官
所
司
等
申
状
(
到
津
文

 
書
μ
餐
号
)
に
貫
首
と
し
て
見
え
、
嘉
暦
二
年
(
;
三
七
)
、
妻
藤
原
氏
と
辛
島
郷
、

 
葛
療
郷
の
田
畠
を
氏
寺
の
布
陀
寺
に
寄
進
し
た
。
当
時
は
郷
司
で
あ
り
、
辛
島
社
司
職
と

 
な
っ
て
い
る
。
 
(
辛
島
郵
書
4
・
5
号
)

⑥
弘
安
三
年
忌
声
二
八
○
)
の
宇
佐
使
下
向
時
勅
使
を
迎
え
た
神
嘗
の
伸
に
見
亮
る
並
信

 
と
同
入
物
か
と
思
わ
れ
る
が
、
年
代
的
に
は
窮
ら
か
で
は
な
い
。
 
(
到
津
交
書
7
9
号
 
宇

 
佐
和
気
使
篤
成
参
宮
記
)

⑦
並
久
に
関
す
る
史
料
は
知
ら
れ
な
い
が
、
系
図
に
聴
唖
の
記
載
が
見
ら
れ
、
弟
蛎
居
と

 
思
わ
れ
る
⑧
の
人
物
は
、
正
平
十
二
葎
(
一
三
五
七
)
の
頃
に
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で

 
(
辛
島
文
書
8
・
9
。
n
暑
)
辛
島
氏
の
惣
領
で
あ
っ
た
沙
弥
勝
宗
と
同
一
人
物
と
考
え

 
ら
れ
る
。
明
徳
二
年
(
ニ
ニ
九
一
)
よ
り
、
応
永
十
三
年
(
一
四
〇
六
)
に
か
け
て
、
辛

 
島
・
葛
原
郷
の
所
領
を
子
息
に
譲
与
し
て
い
る
。
(
辛
島
文
書
η
～
娼
号
)
泉
社
司
職
を
も

 
帯
し
て
い
た
の
で
(
辛
鳥
文
書
1
3
号
)
辛
島
氏
の
惣
領
と
推
測
し
た
。
辛
島
氏
は
以
後
親

 
之
、
守
親
の
兄
弟
の
子
孫
が
継
承
す
る
が
こ
こ
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

⑨
安
元
元
年
の
並
清
解
(
樋
田
文
書
)
に
辛
島
三
内
の
名
主
と
し
て
現
わ
れ
る
。
郷
司
並

 
実
と
は
兄
弟
の
関
係
で
あ
る
が
、
年
代
的
に
一
致
す
る
。

⑩
同
じ
く
安
元
元
三
の
災
料
(
謎
②
、
⑨
に
周
じ
)
に
辛
島
郷
内
の
名
主
と
し
て
見
え

 
る
。
並
実
と
は
叔
父
嘱
の
深
壕
で
あ
る
。

⑪
 
元
暦
元
年
の
史
料
(
註
③
に
同
じ
)
に
貫
菖
と
し
て
現
わ
れ
る
。

⑫
 
並
親
は
、
元
暦
元
年
の
連
碧
に
貫
主
漆
島
並
近
と
あ
る
人
物
と
思
わ
れ
る
。

⑬
並
近
と
同
じ
く
、
元
暦
元
年
の
史
料
に
署
判
を
駕
え
て
い
る
。

⑭
並
清
は
野
島
氏
の
庶
家
、
樋
田
家
の
始
祖
と
い
う
べ
き
入
物
で
あ
る
。
系
図
に
樋
田
十

 
 
郎
太
夫
と
註
記
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
樋
の
字
を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
っ
て

 
 
日
田
と
書
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
樋
田
氏
を
称
す
の
は
、
室
町
時
代
で
あ
っ
て
(
樋
田

 
 
・
文
書
に
よ
る
)
鎌
倉
時
代
中
期
、
並
景
の
時
代
に
奥
と
称
し
て
南
北
朝
時
代
に
至
っ
て

 
 
い
る
。

 
安
元
元
年
九
月
、
惣
領
三
三
三
三
並
実
の
公
事
配
分
の
圧
迫
に
対
し
て
、
解
状
を
提
出
し

壱
撃
串
請
し
た
・
(
樋
嬰
書
〉
更
に
そ
れ
よ
り
以
前
・
保
藝
雷
門
そ
の
所
領

 
 
 
コ
 
ヵ
 

 
葛
野
郷
内
の
名
田
に
対
す
る
郷
罵
の
干
渉
に
対
し
て
同
じ
様
に
串
請
を
行
っ
て
い
る
。
 
(

 
「
平
安
遣
交
」
二
一
二
七
一
号
)

⑮
 
建
暦
三
年
(
』
二
＝
二
)
、
葛
原
腸
内
の
元
〆
名
田
鳥
と
男
女
の
所
従
を
嫡
子
艶
弘
に

 
譲
与
し
た
。
当
時
す
で
に
彼
は
臨
終
に
近
く
余
命
不
詳
と
記
し
て
い
る
年
令
で
あ
っ
た
ら

 
し
い
。
 
(
辛
島
交
書
1
号
、
樋
田
文
書
、
北
文
書
B
号
、
い
つ
れ
も
同
文
で
あ
る
。
散
位

 
漆
嶋
壷
頼
譲
状
)

⑯
 
寛
元
元
年
(
一
ご
慰
三
)
五
月
、
嫡
子
の
助
景
に
勇
女
八
入
の
所
従
を
譲
渡
し
て
い

 
る
。
中
世
の
下
人
、
所
従
が
在
地
領
主
の
間
に
照
畠
と
と
も
に
譲
与
の
対
象
と
さ
れ
た
史

 
料
と
し
て
注
漏
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
(
盛
年
五
月
十
四
臼
、
漆
嶋
並
助
譲
状
、
北
丈
書
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1
8
号
、
樋
田
文
書
に
も
同
文
あ
り
)
、
助
景
の
記
載
は
並
世
以
下
の
異
筆
分
と
同
筆
で
あ

 
る
。
後
年
の
書
入
れ
と
推
測
さ
れ
る
。

⑰
 
文
永
二
年
に
家
督
を
つ
ぎ
(
樋
田
系
図
写
)
、
弘
安
七
年
(
一
二
八
四
)
四
月
十
六

 
日
、
図
面
並
景
安
堵
申
状
(
北
文
書
巧
号
)
に
よ
っ
て
、
宇
佐
大
宮
司
公
治
に
所
領
の
畠

 
地
に
つ
い
て
の
安
堵
を
申
請
し
、
嘉
元
二
年
十
二
月
(
一
三
〇
四
)
の
申
状
に
も
見
ら
れ

 
る
。
(
樋
田
丈
書
未
刊
分
)
元
徳
元
年
(
一
三
三
〇
年
)
六
月
に
も
弁
官
並
景
申
状
(
樋

 
田
文
書
)
が
見
ら
れ
る
の
で
、
か
な
り
の
高
令
に
達
し
た
様
で
あ
る
。

⑱
 
里
民
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
は
名
が
あ
ら
わ
れ
な
い
。
樋
田
系
図
写
(
九
大
交
学
部
蔵

 
)
に
は
、
並
定
を
正
吉
と
改
名
し
た
と
す
る
。
正
吉
は
乾
元
二
年
(
コ
ニ
〇
三
)
三
月
、

 
葛
原
郷
内
省
虚
名
の
田
地
に
つ
い
て
大
宮
司
の
安
堵
を
申
請
し
免
判
を
う
け
て
い
る
。
同

 
年
心
界
正
吉
解
(
北
文
書
3
5
号
)
で
あ
る
。

⑲
 
正
応
四
年
(
一
二
九
一
)
二
月
十
一
日
、
宇
佐
宮
の
貫
首
職
に
補
任
し
て
い
る
。
(
居

 
倉
文
書
)

⑳
 
樋
田
系
図
写
(
前
掲
)
で
は
、
並
景
の
子
と
す
る
。
建
武
二
年
八
月
(
一
三
五
五
)
の

 
並
季
の
訴
状
(
樋
田
文
書
2
4
号
)
に
よ
れ
ば
、
 
「
並
季
亡
父
並
景
」
と
あ
る
の
で
、
本
系

 
図
の
並
基
の
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
元
弘
三
年
七
月
、
(
二
三
二

 
三
)
建
武
政
府
よ
り
所
領
安
堵
の
官
宣
旨
を
受
け
、
 
(
奥
文
書
3
号
)
暦
応
四
年
(
二
二

 
四
一
年
)
葛
原
郷
本
領
日
田
の
田
地
も
宇
佐
公
憲
よ
り
安
堵
さ
れ
た
(
奥
文
書
6
号
)
正

 
平
九
年
(
一
三
五
四
)
に
は
死
去
し
て
い
る
。
(
北
文
書
1
2
号
、
尼
妙
智
譲
状
)

⑳
 
正
平
九
年
(
一
三
五
四
)
、
父
並
季
が
所
領
未
処
分
の
ま
ま
死
去
し
た
た
め
、
母
世
智

 
の
計
い
で
、
所
領
を
譲
ら
れ
た
。
(
北
文
書
1
2
号
)
暦
応
五
年
(
一
三
四
二
)
に
は
す
で
に

 
宇
佐
宮
三
分
の
職
に
つ
い
て
い
る
、
(
奥
文
書
4
、
5
号
)
正
平
十
七
年
(
一
三
六
二
)
に

 
は
、
征
一
将
三
宮
一
一
よ
り
令
旨
を
う
け
、
本
・
当
知
行
地
の
安
堵
を
得
た
こ
と
が
し
ら

 
れ
る
。
(
奥
8
号
)
本
系
図
の
並
世
、
以
下
筆
蹟
が
異
な
る
の
で
、
こ
の
系
図
の

 
成
立
年
代
を
大
体
、
こ
の
前
後
と
推
測
す
る
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

⑱
 
並
冬
は
康
永
四
年
(
一
三
四
五
)
八
月
、
宇
佐
宮
放
生
会
の
道
橋
行
事
官
と

 
な
っ
て
奉
仕
し
た
。
並
季
と
並
冬
は
夫
々
同
所
に
て
つ
と
め
て
い
る
(
北
和
介

 
文
書
1
3
号
)

⑳
 
並
頼
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
正
和
二
年
(
一
三
一
三
)
二
月
廿
三
日
、
鎮
西
探
題
北
条

 
政
顕
の
下
知
状
(
樋
田
文
書
)
で
あ
る
。
奥
太
郎
と
称
し
、
正
和
二
年
に
す
で
に
法
名
を

 
道
噂
と
号
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
並
世
の
子
息
と
す
れ
ば
、
年
代
的
に
は
無
理
と
思
わ
れ

 
る
。
本
系
図
の
異
筆
部
分
は
後
の
樋
田
氏
の
系
統
を
書
継
ぐ
時
に
、
判
ら
な
か
っ
た
も
の

 
ら
し
く
、
そ
の
罫
線
を
並
頼
か
ら
と
製
本
か
ら
の
二
本
引
い
て
い
る
よ
う
な
錯
雑
し
た
跡

 
を
見
せ
て
い
る
。
他
に
関
係
史
料
が
見
当
ら
な
い
の
で
不
明
。

⑳
.
 
並
在
、
試
論
父
子
に
つ
い
て
は
、
建
武
三
年
(
二
三
二
六
)
十
二
月
廿
日
の
な
ん
を
き

 
畠
地
売
券
(
北
文
書
3
号
)
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
並
奥
(
興
力
)
の
父
は
並
政
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
丸
)
 
 
(
鶴
 
工
 
丸
)

 
当
時
は
す
で
に
死
去
し
て
い
た
。
並
奥
に
は
弟
二
人
(
そ
う
や
く
ま
る
、
つ
る
わ
う
ま
る
)

 
が
居
た
こ
と
も
判
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
漆
 
島
)

㊧
 
建
武
五
年
(
ご
壬
二
八
)
十
月
廿
五
日
の
、
沙
弥
あ
い
ち
、
う
る
し
ま
の
な
ん
よ
し
売

 
券
(
樋
田
文
書
)
に
見
え
る
な
ん
よ
し
で
あ
ろ
う
。
年
代
的
に
も
系
図
と
齪
鶴
し
な
い
。

⑳
 
宇
佐
大
鏡
(
到
津
文
書
ま
G
。
)
豊
後
国
朝
見
郷
の
弁
済
使
と
し
て
み
え
る
弁
官
清
綱
で

 
あ
ろ
う
か
、
子
の
清
貞
も
同
じ
く
同
郷
弁
済
使
と
し
て
見
え
て
い
る
。

⑳
 
清
貞
は
康
和
五
年
(
一
一
〇
三
)
従
五
無
下
に
叙
爵
さ
れ
た
。
惣
弁
官
で
あ
っ
た
と
い

 
う
が
系
図
の
注
と
一
致
す
る
。
(
嘉
承
二
年
二
月
十
七
日
、
文
章
博
士
藤
原
註
解
申
(
到

 
津
文
書
9
号
、
『
朝
野
群
載
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
)
後
年
高
家
郷
に
つ
い
て
の
諸
史

 
料
に
は
清
を
通
字
と
す
る
人
名
が
数
多
く
現
わ
れ
る
が
大
体
こ
の
清
綱
・
清
貞
の
系
統
を

 
考
え
て
い
る
。
本
系
図
と
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
後
弓
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

⑳
 
元
暦
元
年
(
一
一
八
四
)
の
史
料
(
前
掲
)
に
現
わ
れ
る
。
清
貞
を
康
和
頃
の
人
と
す

 
れ
ば
、
世
代
は
大
体
益
獣
し
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
昭
和
四
十
三
年
四
月
十
二
日
受
付
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
筆
者
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
歴
史
教
室
)

(
追
記
)

 
 
追
筆
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
は
省
略
し
た
が
、
近
世
中
期
ま
で
に
億
ぽ
三
つ
の
異

 
 
な
る
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
近
世
初
期
ま
で
の
略
系
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ

 
 
る
。

並
頼
一
並
則
 
 
.
 
.
 
並
橋

下
峠
下
i
並
助
.
 
榊
聯
暴
悪
平
「
里
並
元
和
二
藍
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
基
並
-
中
並

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
中
心
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
並
寛
-
並
門
…
↓
中
心
-
峯

(
現
在
)


